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高森町山吹下河原未来ビジョン 策定委員会（第１回） 

議事録 

１．開催日時等 

令和５年６月 28 日（水） 13:30～15:30 

役場３階 大会議室 

 

２．次第 

1)開会 

2)町長あいさつ 

3)委員委嘱 

4)正副委員長の選出 

5)山吹下河原未来ビジョン策定の目的、策定委員会の役割 

 6)山吹下河原未来ビジョンについて 

  ①未来ビジョン策定の経緯、策定スケジュール 

  ②山吹下河原未来ビジョン（素案）の概要説明 

  ③ワークショップ等の実施 

 7)次回策定委員会の予定 

 8)その他 

 9)閉会 

 

３．配付資料 

1)次第 

2)委員名簿 

3)山吹下河原未来ビジョン策定委員会設置要綱 

4)山吹下河原未来ビジョン（素案） 

5)山吹下河原未来ビジョン工程表（案） 

6)未来ビジョン策定の経緯図面（当日配付） 

 

 

５．議事 

発言者 内    容 

事務局 開会（委嘱状は机上交付） 

町長 あいさつ 

事務局 
山吹下河原未来ビジョン策定委員会設置要綱の説明 

委員委嘱（机上委嘱） 

事務局 

正副委員長の選出 

策定委員会設置要綱第５条第１項の規定により、本委員会の委員長及び

副委員長は委員より互選することとなっている。この事について事務局案

に従い、委員長・副委員長を選任してよいか。 
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発言者 内    容 

委員 異議なし。 

委員長 挨拶。 

副委員長 挨拶。 

事務局 山吹下河原未来ビジョン策定の目的、策定員会の役割の説明。 

委員 質疑等なし。 

事務局 未来ビジョン策定の経緯、策定スケジュールについて説明。 

委員長 耕作者組合より、住宅地要望のその後の進展についてお聞きしたい。 

委員 

役員任期は２年であり、前期の役員より地区から町へ要望書が提出され

たことは聞いている。要望書を出されてからそのコピーを当時の組合長が

いただいたという状況であり、本件に関して、耕作者組合としての関与は

なく、進展についても把握していない。 

事務局 山吹下河原未来ビジョン（素案）の概要説明。 

委員長 
本計画は、南信州全体に影響を及ぼすことも考えられる。ほかの市町村

との関係についてコメント願いたい。 

委員 

これだけまとまった土地の土地利用について議論をしている自治体は少

ないと認識している。南信州地域は平地が少ないという観点からも、うま

くやっていけば土地利用のモデルケースになると考える。公営住宅につい

ては、県と町の公営山吹団地の協働建替を検討しているが、本日提示され

た田園居住地ゾーン内も候補地の一つになり得るのではないか。 

農地との共存は望ましいこと。どのように共存を図るかが、計画の重要

なポイントになると考える。 

委員 
29 ページについて、土地所有者から住宅地への転換の要望が出されてい

るが、町が宅地造成や分譲等、積極的に関わっていく予定か。 

事務局 
具体的に進めるということは、現時点では考えていない。今回の土地利

用構想に定める方向を目指して行きたいという段階である。 

委員 

７ページの図で対象区域は浸水想定区域となっている。また、変電所の

箇所は土砂災害のレッドゾーンになっている。そのような場所に行政が積

極的に居住を誘導するのはいかがかと考える。業者からは、ハザードマッ

プの色が消えない限り住宅地開発や分譲が進めにくいといわれた。天竜川

の堤防の嵩上げなどの対策があればよいと考える。崖についても構造物を

造って安全を確保しない限り、自治体が住宅地の誘導を進めることはいか

がかと考える。 
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発言者 内    容 

事務局 

そのような問題についてもどのように解決していくのか、検討する必要

があると認識している。意見を踏まえて計画を修正していきたいと考え

る。 

浸水想定区域内に住宅を誘導する計画、レッドゾーンに住宅を誘導する

計画が問題あるということは、ご指摘の通りと考える。天竜川の浸水想定

は 1000 年に一度の降雨による想定である。浸水想定区域であるから居住

してはいけないとは考えていない。そのようなリスクを認識したうえでど

のようにゾーン分けしていくのかが、地域の皆様が、どうしたら暮らしや

すいのかを議論いただき、計画を作り上げていきたいと考える。そのため

の素案と考えている。 

委員長 委託業者から計画策定の考え方について説明願いたい。 

委託業者 当該地域の重要性等について説明。 

委員 
工程表について、３月のビジョン計画策定までに住民説明会が１回予定

されているが、十分ではないと考える。日程は十分と考えるか。 

事務局 

計画は、長期的な土地利用の方針を示す計画であることから、現時点の

予定としては、３月までに計画をまとめたいと考えている。ただし、土地

所有者の考え方等の個別な部分については別として、住民説明会が１回で

不足するようであれば、複数回の開催も検討する。そのような事情で３月

末までに計画の取りまとめが終了しないようであれば、議会の承認を経て

４月以降での検討も可能と考える。その際には、委員の皆様には引き続き

検討をお願いしたい。 

委員 

これからの土地利用について、農地を転用したい人が多い。耕作者のア

ンケート調査をしないのか。また、住民懇談会の際、既に農業振興地域が

除外されている農地が農地保全・機能維持ゾーンに含まれているので、多

くの意見が出される可能性があるがよいか。その他、農地に関する意見が

出された場合には、必要に応じて、計画に反映していただきたいと考え

る。 

事務局 

アンケートについては、必要に応じて検討する。農業振興地域の除外さ

れている農地については、各地区での話し合い等で出される意見をお伺い

し、検討させていただく。 

委員 

農地に関するアンケートについては、農業委員会で農業振興地域総合見

直しに併せて本年度実施する予定としている。７年度までに総合見直しを

終了する予定としている。計画を策定する際には、その結果も参考にして

はいかがか。 
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発言者 内    容 

委員 

７月に予定する４地区のワークショップについて、素案全体を示すと分

かりにくくなるので、最後のページのみを使用し、参加者に分かりやすく

２～３ページ程度で示してほしい。 

７月のワークショップ後に方向性を示されると考えるが、そのような資

料があると８月以降のワークショップも進めやすいと考える。 

３月末のビジョンの決定について、町として 20 年後、30 年後の将来的

な方向性を示していただきたい。 

防災マップに関しても、36 災害の記憶がある人も計画区域には住んでい

る。これらの人の意見も踏まえ地域を災害に対して強くしていくことも必

要と考える。堤防対策など、災害に強くするための安全対策が必要であ

る。安全を優先するための土地利用の規制は難しいと考えるが、方向性は

明確に示していただきたい。 

事務局 

ワークショップに関して、20 年 30 年後を見据えた計画策定という視点

で開催させていただきたい。 

今回の計画は、法的に土地利用を規制するための計画ではない。将来の

土地利用を見据えた計画の策定である。そのため、地区の合意を得ながら

計画策定を進めていきたい。意見を頂戴しながら進めていきたい。 

事務局 

資料 19 ページをご覧いただきたい。MIZBE ステーションの図が示されて

いる。このエリアについては国土交通省で防災の拠点、高森町で賑わいの

拠点として整備を進めている。この地区では、国民スポーツ大会も予定し

ている。さらに、上流には重要水防個所もあり、越水や溢水、河床洗堀が

危惧される個所がある。この個所については、出水期を前に現地で確認を

している。地元からも、早期の対応を国に要望している。しかし、なかな

かすぐの対応は難しい状況にある。長期の取り組みが必要である。天竜川

の洪水に対するリスクを低下させるために安全性を高めていきたいと考え

ている。 

土地に対する耕作者の考え方の違いから、意見が出されることも考えら

れる。そこで、ワークショップの進め方として、素案を提示して意見を頂

戴するのではなく、山吹下河原地区の未来をどのようにしていくのかとい

う視点でのお考えを聞き、素案を修正したうえで、改めて策定委員会に修

正案を提示させていただくような手順を考えている。 

本日お示しした素案は、住民意向を確認せずに作成した案であることを

ご理解いただきたい。 

委員 

農地内の用排水路について、常時役員が管理しつつ耕作者全員で維持管

理する場合もある。基本は、土地所有者で管理することとしている。借地

人には、決められた範囲で維持管理にご協力いただいている。 

構想で土地を手放す人が出てくると水路の維持が難しくなることが考え

られる。そのような場合、水路の維持管理について担い手を検討する必要

がある。他地域での先進的な事例があれば、次回以降の会議で紹介願いた

い。 
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発言者 内    容 

事務局 
貴重なご意見として賜る。32 ページの具体的な取り組みに含まれる可能

性がある事項として賜った。今後の検討課題とさせていただく。 

委員 

計画の対象としている地域は、農業振興地域であり、農地以外に利用す

る際には、農業振興地域の除外手続き、農地転用手続きが必要となる。 

これから、竜西の土地改良区において、国の補助をもらい改修工事を予

定しており、そのため８年間、農振除外が難しくなると聞いているが、ど

のように対応するつもりか。 

事務局 

ご指摘の通りの状況であり、国営事業として竜西一貫水路の改修を行っ

ている。事業は令和６年度に終了予定である。そのため、この区域は受益

を受けている土地として 令和７年度から８年間、農振除外に制限がかか

る予定である。これは、原則であり、方法があれば検討してくこととした

い。また、今回の計画については、中長期的な計画であり、制限期間に囚

われることなく、未来を見据えた計画策定としたい。まずは、この地域を

長期的にどうしていきたいか議論、検討をお願いしたい。 

委員 

ハザードマップについて考えたとき、災害の危険がある区域が田園居住

地ゾーンとされている。われわれの世代がこれから家を建てようとした場

合、災害の危険がある場所に建てるとは考えられない。 

この区域は山吹保育園、高森北小学校へのアクセスが良い場所ではな

い。高森町、山吹地区としては、若い世代を取り入れたいのであれば、検

討が必要と考える。 

山吹下河原地区だけで、人口減少対策を講じるのは、無理であると考え

る。そのような未来を見ることが難しいと考える。 

事務局 

この地区だけで、町の人口減少を止めることは難しい。 

この計画が、町全体の先進的な取り組みとしていきたい。先ほどの話に

もあったが、公営住宅の建て替えに際し、入居いただく世帯の検討等、地

区に移住しやすくすることも重要と考える。この計画を、どのように町全

体に波及させていくかが課題であると考える。検討させていただく。 

委員 

人口減少を抑制することについて、この委員会だけで解決するのは難し

いのではないか。また、好ましくない土地利用とは、どのような土地利用

を想定しているのか。 

事務局 

人口減少対策を軸に考えていきたい。ただし、ここの地区だけ、未来ビ

ジョンだけでは語れるものではないことは理解している。まちづくりプラ

ン、総合戦略等、上位計画を念頭に対応していく必要があると考える。本

計画は、これら上位の計画に少しでも寄与できるように考えている。その

ため、計画間の整合を図りつつ策定をしていきたい。 

委員 

ワークショップで、我々と同じ世代の参加を求めるのであれば、そのよ

うなことを踏まえて意見を収集していただきたい。若い世代こそ、意見を

多く述べる必要があると考えているので、対応をお願いしたい。 
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発言者 内    容 

事務局 

ワークショップについては、いろいろな世代に参加いただきたいと考え

ている。地域の皆様には、世代、男女関わらず多くご参加いただきたいと

考える。 

人口減少については、この計画を進めたから町全体が良くなるというわ

けではないことは承知している。ただし、山吹地区の中で若い人が減少す

るという課題に対し、地域からの要望でもある住宅地の開発、公営住宅の

設置などが人口減少抑制の一助となる可能性はある。地域の皆様、特に若

い方のご意見を収集しながら、計画策定を進めていきたいと考えている。 

委員 
この計画を、なぜ今策定するのか。この間、山吹の区会で話を聞いた。

その際に７月にワークショップの話も聞いた。色々が性急すぎないか。 

事務局 

そのように感じられたのであればお詫び申し上げる。 

この計画策定は、町長の公約の具現化であり、２期目のいま、計画を策

定し、土地利用の方向性を決め、前に進んでいくという考えに基づいてい

るので、ご理解願いたい。 

各地区長には、ご尽力いただくこととなるので、ご協力をお願いした

い。 

委員 なぜ、今のタイミングか。 

事務局 

町長も２期目に入り、今後、都市計画マスタープラン等の策定も控えて

いる中で、この計画策定を先行して取り組むこととした。 

また、地域の皆様から、宅地への要望も出されている。町営住宅、県営

住宅の老朽化も進んでいる。このようなことを総合的に判断して、このタ

イミングで計画を策定することとしたので、ご理解いただきたい。 

委員 
山吹区には７つの地区があるが、本委員会には４地区しか参加していな

い。ほかの地区を呼ばない理由について説明願いたい。 

事務局 

今回の計画策定に係る地区の地区長を委員としているので、ご理解いた

だきたい。 

今後、必要があれば、残りの３地区の地区長の参加も検討していく。 

委員 今後の、住民説明会はどの地区を対象に実施するのか。 

事務局 

ワークショップを開催した結果に基づいて未来ビジョンを策定すること

から、ワークショップを開催する地域を主として行う予定としている。 

先ほどよりご指摘があるので、各地区１回の説明会を基本としつつ、必

要に応じて回数を増やすことを検討する。 

また、その際には、４月、５月に計画策定時期が延びる可能性がある。

現在は、令和５年度中に策定するとして工程表を示しているが、年度内に

計画を策定することは必須ではないので、住民の皆様のコンセンサスを十

分に得ながら進めていきたいと考える。その際には、議会の判断を得る必

要があることもご理解いただきたい。 

事務局 ワークショップの実施について説明。 
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発言者 内    容 

委員 
竜口ですが、プリントは時間が 19:15 となっている。スライドは 19:00

となっている。 

事務局 ミスプリントである。19:00 で承知している。 

委員 
地域の子供たちの意見を聞くとのことであるが、中学生が対象となって

いないのはなぜか。 

事務局 

中学校は、授業時間の調整が難しいためである。昨年度は、中学校３年

生のグループが下河原地区について学習していた経緯がある。 

今後、調整させていただきたい。 

委員 

昨年の小学校６年生で、現在の中学校１年生は行政の協力のもと、かわ

まちづくりの現場に行き学習を行っている。中学校はスライドで授業を行

っており、時間を確保するのは難しいと考える。また、山吹の子供だけを

集めるのも難しいと考える。そこで、取り組んだ子供たちを対象として紙

を配ってでも良いので意見を聞いていただきたい。 

現在の６年生は、町の農業を中心に学習する予定としている。今回のよ

うな壮大な計画を立案する際に、現在の小学校６年生が高校を卒業する頃

の話となるので、自分たちがそこで暮らすという視点よりも、行って楽し

い場所としての意見に偏ることが想像される。 

子どもたちは、一旦、町外に出て故郷の良さがわかるということがあ

る。ほたるにも係わっているので、地域の良さは分かっていると思う。そ

の良さは、自分が外に出ることによって認識することと考える。子供たち

の思い出がドンキということも考えられる。 

６年生に意見を聞くのであれば、視点をしっかりと定めて取り組んでい

ただきたい。現在の中学１年生は、そのことを勉強した。 

事務局 貴重なご意見である。参考とさせていただく。 

委員 

ワークショップに関する広報は地区回覧で行っているのか。小学校を通

じた通知、保護者会からの通知は行わないのか。地区に入っていない保護

者もいる。 

事務局 
地区については、地区長を通じてお願いしている。それ以外のワークシ

ョップについては、別途検討させていただく。 

事務局 

次回策定委員会の予定について説明。 

10 月 11 日（水）に開催する予定である。詳細については追ってご連絡

する。 

委員 

防災面で問題がある地区なので、これをクリアーする計画として頂きた

い。そうすることによって、検討が進むと考える。 

土地利用の要望についても、町としてすぐに取り組むということではな

いようなので、いろいろな意見を聞いて計画を策定していただきたい。 

公営住宅の建設など公共と組み合わせいただき、開発エリアが出来るの

であれば私としては一番良いのではないかと考える。建物が建てることの

できるエリアになるのであれば地元としてはありがたい。 
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発言者 内    容 

委員 
壮大な計画である。山吹地区に住む皆さんの思いを、しっかりくみ取り

ながら取り組めたらよいと考える。 

委員 

商工会の立場から、産業振興について述べさせていただく。商工会とし

て、人口減少がなぜ起きているのかが課題となっている。産業の活性化が

できていないことが理由と考える。今回の計画のように、高森町のなかで

大きな変化が起きることは好ましいことと考える。大きな意味があると考

える。商業が発達し、その周りに人が集まり、人が集まるとお金が動く。

良い循環となると考える。これは、商業だけではなく、いろんな意味で産

業の活性化につながると期待する。 

サッカー場については、木陰がないことが気になる。子供たちが集まる

のであれば、木陰が必要である。そこでゆっくり休む。そういったランド

スケープが必要と考える。バランスの取れた設計が必要である。 

クラブハウスのこけら落としで、３人制のバスケットボールを見た。そ

の時、選手関係だけで 100 名が集まっていた。県外を含め 14 チームが集

まっていた。観客が 100 名から 150 名いた。サッカー場ができるともっと

人が集まると考える。そうすると、お金を落としていく。これが産業の活

性化につながる。これをうまく循環できるよう計画してほしい。 

副委員長 

山吹下河原は、これから大きく変わっていく地区と考える。未来に向か

ってのビジョン作成に、子供から始まってあらゆる人が関わっていくこと

になる。１年で計画策定が終わらなければ、年度をまたいででも取り組む

ということなので、期待して取り組みたいと考える。 

委員 

下河原の地域は、多くの公共投資を行ってきた地域である。また、民間

の商業施設も集積している。近い将来公営住宅も検討が必要である。飯

田、下伊那の地域でも、コンパクトでポテンシャルの高い地域である。そ

れゆえに、ちゃんとした土地利用計画が必要であると認識する。将来的に

は北小学校の維持にもつながる話と理解する。 

日本の最大の課題は、人口減少である。地域経済も人口減少の影響を受

けている。山吹下河原地区の計画により人口減少を少しでも食い止めるこ

ととしたい。先進国で人口が減少しているのは、日本とドイツである。他

の国は移民で人口が増えている。 

この地区を見たときに、人口減少を抑制するためのひとつの計画として

いきたい。 

皆さんのお力添えにより計画の策定をお願いしたい。 

事務局 
その他について 

特になし 

事務局 閉会 

 

 


